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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 
 

本調査は、「佐用町子ども・子育て支援事業計画」を策定するにあたり、保育ニーズや佐用町の子

育て支援サービスの利用状況や利用意向、また、子育て世帯の生活実態、要望・意見などを把握する

ことを目的に実施しました。 

 

２ 調査概要 

●調 査 地 域： 佐用町全域 

●調査対象者： 就学前児童：平成 26 年１月現在、佐用町に住んでいる「就学前児童」をお持ちの

世帯・保護者（就学前児童調査） 

小学生児童：平成 26 年１月現在、佐用町に住んでいる「小学生児童」をお持ちの

世帯・保護者（小学生児童調査） 

●抽 出 方 法： 住民基本台帳より、就学前児童（０歳～５歳）の末子がいる全世帯 507 件、 

小学生（６歳～11 歳）の末子がいる全世帯 611 件を抽出 

●調 査 期 間： 平成 26 年２月 10 日（月）～平成 26 年２月 20日（木） 

●調 査 方 法： 学校・保育園を通じた配布・回収。在宅の就学前児童、幼稚園に通う児童、特別支

援学校に通う児童をもつ保護者については郵送による配布・回収 

 

調 査 票 
調査対象者数 

（配布数） 
回収数 有効回収数 有効回収率 

就 学 前 児 童 507 366（うち白紙１） 365 72.0％ 

小 学 生 児 童 611 533（うち白紙２） 531 86.9％ 

合  計 1,118 899 896 80.1％ 

 

３ 報告書の見方 
 

●回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第２位で

四捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）であっ

ても合計値が 100％にならない場合があります。このことは、本報告書内の分析文、グラフ、表

においても反映しています。 

●複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ごとの有

効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が 100％を超える場合があ

ります。 

●図表中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が困難

なものです。 

●図表中の「Ｎ（number of case）」は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件に

該当する人）を表しています。 

●本文中の設問の選択肢について、長い文は簡略化している場合があります。 
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9.0 

16.2 

18.4 

10.4 

14.8 

14.5 

13.7 

3.0 

0% 10% 20% 30%

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

不明・無回答

就学前児童（N=365）

21.7 

21.3 

13.9 

13.9 

13.2 

13.7 

2.3 

0% 10% 20% 30%

１年生

２年生

３年生

４年生

５年生

６年生

不明・無回答

小学生児童（N=531）

21.1 

46.0 

26.0 

3.8 

1.1 

0.3 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１人

２人

３人

４人

５人

６人

不明・無回答

就学前児童（N=365）

10.9 

48.0 

32.8 

6.0 

1.3 

0.6 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１人

２人

３人

４人

５人

６人

不明・無回答

小学生児童（N=531）

Ⅱ 調査結果 

 

１ お子さんとご家族の状況について 

 

（１）子どもの年齢と学年 

年齢についてみると、２歳が 18.4％、１歳が 16.2％、４歳が 14.8％となっています。 

学年についてみると、１年生が 21.7％、２年生が 21.3％、３年生、４年生が 13.9％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）子どもの人数 

「２人」が就学前児童で 46.0％、小学生児童で 48.0％と最も高く、次いで、「３人」が就学前児

童で 26.0％、小学生児童で 32.8％となっています。 
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47.1 

50.3 

47.7 

45.2 

0.8 

0.8 

2.2 

3.2 

1.1 

0.6 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=365）

小学生児童

（N=531）

父母ともに 主に母親 主に父親 主に祖父母 その他 不明・無回答

60.6 

28.8 

4.1 

46.9 

65.9 

5.1 

3.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

父母ともに

母親

父親

祖父母

小学校

学童保育

その他

不明・無回答

小学生児童（N=531）

57.3 

32.3 

3.6 

44.7 

2.5 

52.6 

4.7 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80%

父母ともに

母親

父親

祖父母

幼稚園

保育園

その他

不明・無回答

就学前児童（N=365）

（３）子育てを主に行っている方 

就学前児童では「主に母親」が 47.7％と最も高く、次いで「父母ともに」が 47.1％となってい

ます。一方、小学生児童では「父母ともに」が 50.3％と最も高く、次いで「主に母親」が 45.2％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 子どもの育ちをめぐる環境について 

 

（１）子育てに日常的に関わっている方（施設） 

就学前児童では「父母ともに」が 57.3％と最も高く、次いで「保育園」が 52.6％となっていま

す。一方、小学生児童では「小学校」が 65.9％と最も高く、次いで「父母ともに」が 60.6％とな

っています。 
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92.5 

37.3 

85.9 

3.4 

1.9 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭

地域

小学校

学童保育

その他

不明・無回答

小学生児童（N=531）

47.1 

51.8 

1.9 

7.4 

3.3 

2.2 

53.1 

49.2 

4.5 

12.1 

5.5 

0.6 

0% 20% 40% 60%

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に

みてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる

友人・知人がいる

いずれもいない

不明・無回答

就学前児童（N=365） 小学生児童（N=531）

94.5 

31.5 

5.8 

67.4 

2.2 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭

地域

幼稚園

保育園

その他

不明・無回答

就学前児童（N=365）

（２）子育てや教育に影響すると思われる環境 

「家庭」が就学前児童で 94.5％、小学生児童で 92.5％と最も高くなっています。次いで、就学

前児童では「保育園」が 67.4％、小学生児童では「小学校」が 85.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）日頃、子どもをみてもらえる親族・知人の有無 

就学前児童では「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」が 51.8％と最も

高く、次いで「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」が 47.1％となっています。一方、小学生

児童では「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」が 53.1％と最も高く、次いで、「緊急時もしく

は用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」が 49.2％となっています。 
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80.9 

76.4 

11.3 

16.4 

4.5 

25.4 

4.5 

0.3 

16.1 

0.3 

3.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

子育て支援センター

保健福祉センター

保育士

幼稚園教諭

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

町の子育て関連担当窓口

その他

不明・無回答

就学前児童（N=365）

72.5 

78.5 

27.3 

2.1 

10.4 

6.2 

2.9 

0.4 

14.7 

0.4 

5.2 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80%100%

祖父母等の親族

友人や知人

小学校教論

学童保育などの指導員

近所の人

子育て支援センター

保健福祉センター

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

町の子育て関連担当窓口

その他

不明・無回答

小学生児童（N=531）

91.8 

91.0 

4.1 

6.0 

4.1 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=365）

小学生児童

（N=531）

いる／ある いない／ない 不明・無回答

（４）子育てをする上での相談相手や相談できる場所の有無 

子育てをする上での相談相手（場所）の有無についてみると、「いる／ある」が就学前児童で 91.8％、

小学生児童で 91.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）気軽に相談できる先 

就学前児童では「祖父母等の親族」が 80.9％、小学生児童では「友人や知人」が 78.5％と最も

高くなっています。次いで、就学前児童では「友人や知人」が 76.4％、小学生児童では「祖父母等

の親族」が 72.5％となっています。 
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21.6 

33.9 

3.6 

0.4 

39.2 

45.2 

1.4 

0.4 

27.9 

13.7 

3.3 

3.2 

3.0 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=365）

小学生児童

（N=531）

【母 親】

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない
フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である
パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない
パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である
以前は就労していたが、現在は就労していない
これまで就労したことがない
不明・無回答

8.8 

7.0 

27.0 

34.3 

52.7 

50.4 

5.4 

3.7 

6.1 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=148）

小学生児童

（N=242）

【母 親】

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

不明・無回答

３ 保護者の就労状況について 

 

（１）母親の就労状況 

「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」が就学前児童で 39.2％、

小学生児童で 45.2％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）パート・アルバイト等で就労している母親のフルタイムへの転換希望 

「パートタイム・アルバイト等の就労を続けることを希望」が就学前児童で 52.7％、小学生児童

で 50.4%と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊「フルタイム」：１週５日程度・１日８時間程度の就労 

「パート・アルバイト等」：フルタイム以外の就労 
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33.3 

36.7 

33.3 

20.0 

28.9 

36.7 

4.4 

6.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=114）

小学生児童

（N=90）

【母 親】

今は子育てや家事などに専念したい

１年より先、一番下の子どもが（ ）歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

不明・無回答

15.2 

9.1 

81.8 

87.9 

3.0 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=33）

小学生児童

（N=33）

【母 親】

フルタイム
パートタイム、アルバイト等（「フルタイム」以外）
不明・無回答

0.0 

0.0 

18.5 

25.9 

44.4 

0.0 

0.0 

11.1 

0.0 

0.0 

6.9 

41.4 

44.8 

0.0 

0.0 

6.9 

0% 20% 40% 60%

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

不明・無回答

【母 親】

就学前児童（N=27）
小学生児童（N=29）

0.0 

0.0 

0.0 

29.6 

33.3 

29.6 

3.7 

0.0 

3.7 

0.0 

0.0 

0.0 

17.2 

58.6 

6.9 

6.9 

3.4 

6.9 

0% 20% 40% 60% 80%

１時間

２時間

３時間

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間以上

不明・無回答

【母 親】

就学前児童（N=27）
小学生児童（N=29）

（３）現在、就労していない母親の就労希望 

就学前児童で「今は子育てや家事などに専念したい」「１年より先、一番下の子どもが（ ）歳に

なったころに就労したい」が 33.3％と最も高く、小学生児童では「今は子育てや家事などに専念し

たい」「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」が 36.7%と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

① すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい母親の希望する就労形態 

「パートタイム、アルバイト等（「フル 

タイム」以外）」が就学前児童で 81.8％、 

小学生児童で 87.9％と最も高くなってい 

ます。 

 

 

 
 

② パートタイム、アルバイト等に就労したい母親の希望する就労形態 

   １週あたりの就労日数については、就学前児童、小学生児童ともに「５日」の割

合が最も高くなっています。１日あたりの就労時間では、就学前児童、小学生児童

ともに「５時間」の割合が最も高くなっています。 
 

■１週あたりの就労日数          ■１日あたりの就労時間 
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67.4 32.1 0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=365）

利用している 利用していない 不明・無回答

30.5 

49.3 

86.8 

98.1 

100.0 

100.0 

100.0 

69.5 

49.3 

10.5 

1.9 

1.5 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０歳（N=33）

１歳（N=59）

２歳（N=67）

３歳（N=38）

４歳（N=54）

５歳（N=53）

６歳（N=50）

利用している 利用していない 不明・無回答

 

４ 平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について（就学前児童） 

 

（１）現在の定期的な教育・保育事業の利用の有無 

「利用している」が 67.4％と最も高くなっています。年齢別にみると、［３歳］以上で「利用して

いる」割合が８割を超えています。また、［２歳］で「利用している」と「利用していない」割合が

同率となっており、年齢が上がるにつれて「利用している」割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【年齢別】 

 

 

＊ここでいう「定期的な教育・保育事業」とは、月単位で定期的に利用している事業を指す。

具体的には、幼稚園や保育所などが含まれる。 
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4.5 

1.2 

89.8 

2.8 

0.0 

1.2 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

保育園

事業所内保育施設

その他の認可外の保育施設

その他

不明・無回答

就学前児童（N=246）

69.1 

82.9 

3.3 

1.6 

3.3 

0.0 

2.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの教育や発達のため

子育てをしている方が現在就労している

子育てをしている方の就労予定がある／求職中である

子育てをしている方が家族・親族などを介護している

子育てをしている方に病気や障がいがある

子育てをしている方が学生である

その他

不明・無回答

就学前児童（N=246）

（２）平日に利用している教育・保育事業 

「保育園」が 89.8％と最も高く、次いで「幼稚園」が４.5％、「事業所内保育施設」が 2.8％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）平日、教育・保育事業を利用している主な理由 

「子育てをしている方が現在就労している」が 82.9％で最も高く、次いで「子どもの教育や発達

のため」が 69.1％となっています。 
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25.2 

15.1 

71.8 

20.0 

1.6 

3.6 

9.9 

2.7 

8.5 

0.8 

8.5 

1.4 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

その他の認可外の保育施設

自治体の認証・認定保育施設

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

居宅訪問型保育

ファミリーサポートセンター

その他

不明・無回答

就学前児童（N=365）

（４）現在の利用の有無にかかわらず、今後、平日の教育・保育事業として「定期的に」

利用したいと考える事業 

「認可保育所」が 71.8％と最も高く、次いで「幼稚園」が 25.2％、「認定こども園」が 20.0％

となっています。 
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21.9 

9.6 

70.7 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80%

子育て支援センター事業等

（親子が集まって過ごしたり、相談をする場）

その他佐用町で実施している類似の事業

利用していない

不明・無回答

就学前児童（N=365）

19.2 

10.4 

62.2 

8.2 

0% 20% 40% 60% 80%

利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい

新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは

思わない

不明・無回答

就学前児童（N=365）

５ 地域の子育て支援事業の利用状況について 

 

（１）現在の子育て支援拠点事業等の利用状況 

「子育て支援センター事業等（親子が集まって過ごしたり、相談をする場）」が 21.9％、「その他

佐用町で実施している類似の事業」が 9.6％となっています。一方、「利用していない」は 70.7％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）子育て支援拠点事業等の今後の利用意向 

「新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない」が 62.2％と最も高くなっています。 
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54.2 

77.3 

15.6 

2.7 

27.7 

17.3 

2.5 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

土曜日

日曜日・祝日

就学前児童（N=365）

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい 不明・無回答

73.3 

24.2 

0.0 

13.3 

8.3 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80%

月に数回仕事が入るため

平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため

息抜きのため

その他

不明・無回答

就学前児童（N=120）

16.7 41.7 33.3 8.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=12）

利用する必要はない 休みの期間中、ほぼ毎日利用したい

休みの期間中、週に数日利用したい 不明・無回答

６ 土曜・休日や長期休暇中の「定期的」な教育・保育事業の利用希望について（就学前児童） 

 

（１）土曜日と日曜日・祝日の、定期的な教育・保育事業の利用希望（一時的な利用は

除く） 

土曜日、日曜日・祝日ともに「利用する必要はない」がそれぞれ 54.2％、77.3％と最も高く、特

に日曜日・祝日では８割近くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）月に１～２回は利用したい理由 

「月に数回仕事が入るため」が 73.3％と最も高く、次いで「平日に済ませられない用事をまとめ

て済ませるため」が 24.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）幼稚園利用者の夏休み・冬休みなど長期休暇期間中の教育・保育事業の利用希望 

「休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」が 41.7％と最も高く、次いで「休みの期間中、週に数日

利用したい」が 33.3％となっています。 
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72.8 

18.4 

35.0 

22.3 

0.0 

5.8 

11.7 

0% 20% 40% 60% 80%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

学童保育

ファミリーサポートセンター

その他（公民館、公園など）

不明・無回答

就学前児童（N=103）

79.6 

22.3 

45.6 

13.6 

0.0 

6.8 

13.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

学童保育

ファミリーサポートセンター

その他（公民館、公園など）

不明・無回答

就学前児童（N=103）

７ 小学校就学後の放課後の過ごし方について（就学前児童） 
 

（お子さんの年齢が５歳以上の方のみ） 
 

（１）小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平日の小学校終了後）の時間を

主にどのような場所で過ごさせたいと思うか 

「自宅」が 72.8％と最も高く、次いで「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」が

35.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後（平日の小学校終了後）の時間

を主にどのような場所で過ごさせたいと思うか 

「自宅」が 79.6％と最も高く、次いで「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」が

45.6％となっています。 
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84.1 

62.1 

13.8 

36.3 

2.0 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=246）

小学生児童

（N=531）

あった なかった 不明・無回答

  ８ 病気の際の対応について（平日の教育・保育を利用する方のみ） 

 

（１）この１年間に、子どもが病気やケガで通常の事業が利用できなかった（小学生は

学校を休まなければならなかった）ことの有無 

「あった」が就学前児童で 84.1％、小学生児童で 62.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

（２）子どもが病気やケガで普段利用している教育・保育の事業が利用できなかった（小

学生は学校を休まなければならなかった）場合の、この１年間に行った対処方法 

「母親が休んだ」が就学前児童で 73.9％、小学生児童で 58.2%と、それぞれ最も高く、次いで、

「（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」が就学前児童で 40.1％、小学生児童で 30.9%

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）「父親が休んだ」または「母親が休んだ」際、「できれば病児・病後児のための保

育施設等を利用したい」と思ったか 

「できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」が就学前児童で 33.3％、小学生児童で 23.7％、

「利用したいとは思わない」が就学前児童で 66.0％、小学生児童で 73.7％となっています。 

 

 

11.6 

73.9 

40.1 

13.5 

0.5 

1.0 

1.4 

1.9 

6.4 

58.2 

30.9 

15.2 

0.0 

5.5 

1.5 

6.1 

0% 20% 40% 60% 80%

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた

病児・病後児保育を利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

不明・無回答

就学前児童（N=207） 小学生児童（N=330）

33.3 

23.7 

66.0 

73.7 

0.6 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=159）

小学生児童

（N=198）

できれば病児・病後児保育施設等を利用したい 利用したいとは思わない 不明・無回答

※就学前児童は、平日の

定期的な教育・保育事

業を利用している方 

※「ベビーシッターを利用
した」「ファミリーサポ
ートセンターを利用し
た」には、回答がありま
せんでした。 
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９ 不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かりなどの利用について 
 
 

（１）日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親の通院、不定期の就労等の目

的で不定期に利用する必要がある事業の有無 

「利用していない」が就学前児童で 84.1％、小学生児童で 92.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かりなどを現在利用していない理由 

「特に利用する必要がない」が就学前児童で 80.8％、小学生児童で 79.8％と、それぞれ最も高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.1 

3.0 

4.1 

0.0 

0.0 

84.1 

5.8 

1.1 

0.6 

0.2 

0.0 

0.2 

92.5 

5.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一時預かり（私用など理由を問わずに幼稚園・保育園などで

一時的に子どもを保育する事業）

幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる

事業のうち不定期に利用する場合のみ）

ファミリーサポートセンター

（地域住民が子どもを預かる事業）

ベビーシッター

その他

利用していない

不明・無回答

就学前児童（N=365） 小学生児童（N=531）

80.8 

5.5 

4.9 

4.9 

14.3 

8.8 

6.5 

10.7 

5.5 

1.0 

79.8 

8.8 

3.7 

5.1 

12.6 

7.9 

7.7 

9.4 

3.1 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性（立地や利用可能時間・日数など）が

よくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

自分が事業の対象者になるのかどうかわからない

事業利用方法（手続き等）がわからない

その他

不明・無回答

就学前児童（N=307） 小学生児童（N=491）
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23.3 

54.5 

63.0 

18.2 

13.7 

27.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=365）

小学生児童

（N=11）

利用したい 利用する必要はない 不明・無回答

20.0 

13.2 

74.0 

72.5 

6.0 

14.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童

（N=365）

小学生児童

（N=531）

あった なかった 不明・無回答

47.1 

67.1 

30.6 

11.8 

8.2 

0% 20% 40% 60% 80%

私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や

親の習い事等）、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や

親の通院 等

不定期の就労

その他

不明・無回答

就学前児童（N=85）

（３）私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、利用する必要がある事業の有無 

「利用したい」が就学前児童で 23.3％、小学生児童で 54.5％、「利用する必要はない」が就学前

児童で 63.0％、小学生児童で 18.2％となっています。 

また、利用したい目的の内訳については、就学前児童で「冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院

等」が 67.1％と最も高く、次いで「私用（買物、子どもや親の習い事等）、リフレッシュ目的」が

47.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎利用したい目的の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）この１年間に、保護者の用事などにより、子どもを泊りがけで家族以外にみても

らわなければならなかったことの有無 

「あった」が就学前児童で 20.0％、小学生児童で 13.2％、「なかった」が就学前児童で 74.0％、

小学生児童で 72.5％となっています。 
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57.5 

0.8 

24.4 

1.6 

14.2 

78.4 

3.8 

19.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【母 親】

【父 親】

就学前児童（N=365）

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない 不明・無回答

 1０ 育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について（就学前児童） 

 

（１）子どもが生まれた時の保護者の育児休業取得状況 

母親では「働いていなかった」が 57.5％、父親では「取得していない」が 78.4％と、それぞれ

最も高くなっています。また、母親の「取得した（取得中である）」が 24.4％、父親では 1.6％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）育児休業を取得していない理由  

母親では「子育てや家事に専念するため退職した」が 34.6％で最も高く、次いで「職場に育児休

業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）」が 25.0％となっています。父親では「配偶者が

無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった」が 43.7％と最も高く、

次いで「収入減となり、経済的に苦しくなる」が 30.4％となっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.3 

9.6 

5.8 

11.5 

0.0 

7.7 

0.0 

0.0 

17.3 

34.6 

25.0 

1.9 

3.8 

7.7 

9.6 

1.9 

19.9 

28.3 

0.0 

4.2 

1.4 

30.4 

1.0 

18.9 

43.7 

0.3 

10.5 

0.7 

3.1 

0.0 

5.9 

4.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育園などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、

制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

有期雇用のため育児休業の取得要件を

満たさなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を

取得できることを知らず、退職した

その他

不明・無回答

母親（N=52） 父親（N=286）
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（３）母親の職場復帰時の短期勤務制度の利用状況 

「利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった）」が 47.0％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）母親が短時間勤務制度を利用しなかった理由 

「職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった」が 64.5％と最も高く、次いで「仕事が忙

しかった」が 58.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

64.5 

58.1 

38.7 

0.0 

0.0 

6.5 

0.0 

22.6 

25.8 

3.2 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると給与が減額され、

経済的に苦しくなる

短時間勤務にすると保育園の入所申請の優先順位が

下がる

配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、

制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に短時間勤務制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

短時間勤務制度を利用できることを知らなかった

その他

不明・無回答

【母 親】（N=31）

25.8 21.2 47.0 6.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【母 親】（N=66）

利用する必要がなかった（フルタイムで働きたかった、もともと短時間勤務だった）

利用した

利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった）

不明・無回答
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34.8 

25.2 

5.5 

11.0 

28.8 

3.3 

18.9 

32.6 

17.5 

1.6 

10.4 

5.2 

5.8 

3.0 

34.8 

4.4 

4.9 

11.8 

2.2 

22.4 

13.6 

2.4 

8.7 

29.2 

1.9 

14.3 

19.8 

31.1 

2.8 

9.4 

7.3 

5.6 

3.8 

34.5 

3.8 

5.1 

16.2 

3.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

病気や発育・発達に関すること

食事や栄養に関すること

育児の方法がよくわからないこと

子どもとの接し方に自信が持てないこと

子どもとの時間を十分にとれないこと

話し相手や相談相手がいないこと

仕事や自分のやりたいことが十分できないこと

近所に子どもの遊び友だちがいない

友だちづきあい（いじめ等を含む）に関すること

登園・登校拒否などの問題について

子育てに関しての配偶者・パートナーの協力が少ないこと

配偶者・パートナーと子育てに関して意見が合わないこと

自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場など

まわりのみる目が気になること

配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってくれる人が

いないこと

子どもを叱りすぎているような気がすること

地域の子育て支援サービスの内容や利用・申し込み方法が

よくわからないこと

その他

特にない

不明・無回答

就学前児童（N=365） 小学生児童（N=531）

1１ 佐用町の子育て全般について 

 

（１）子育てに関して日頃悩んでいることや気になること 

就学前児童では「病気や発育・発達に関すること」「子どもを叱りすぎているような気がすること」

が 34.8％と最も高く、次いで「近所に子どもの遊び友だちがいない」が 32.6％となっています。

小学生児童では「子どもを叱りすぎているような気がすること」34.5％と最も高く、次いで「友だ

ちづきあい（いじめ等を含む）に関すること」が 31.1％となっています。 
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（２）子育て支援として、身近な地域の人との協力や支援にどのようなことを期待するか 

「子どもが犯罪や事故に遭わないよう、見守ってほしい」が就学前児童、小学生児童ともに 77.0％

と最も高く、次いで「危険な遊びやいじめを見つけたら注意してほしい」が就学前児童で 64.7％、

小学生児童で 64.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）子育て支援でもっと力をいれてほしいものは何か 

就学前児童、小学生児童ともに「子どもだけで安心して遊べる場所づくり」が 68.2％、70.1％と

最も高く、次いで就学前児童では「公園や歩道の整備をしてほしい」が 58.1％、小学生児童では「児

童手当の充実」が 58.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

68.2 

29.6 

21.6 

24.9 

51.8 

18.1 

12.1 

23.0 

6.0 

58.1 

55.3 

6.3 

0.8 

1.6 

70.1 

18.1 

16.6 

23.7 

47.5 

17.7 

14.3 

20.5 

2.8 

49.5 

58.4 

7.0 

2.6 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80%

子どもだけで安心して遊べる場所づくり

親子が安心して集まれる身近な場や機会がほしい

親子で楽しめる観劇、音楽会などの文化事業の充実

子育てに困った時に相談したり情報が得られる場の充実

安心して子どもが医療機関にかかれる体制を

整備してほしい

残業時間の短縮や休暇の取得促進などを

企業に対して働きかけてほしい

育児休業・介護休暇の取得促進などを

企業に対して働きかけてほしい

再就職についての支援の充実

子育てサ－クルへの支援をしてほしい

公園や歩道の整備をしてほしい

児童手当の充実

家事支援サービスの整備

その他

不明・無回答

就学前児童（N=365） 小学生児童（N=531）

24.1 

23.3 

64.7 

77.0 

16.7 

27.7 

1.1 

6.0 

17.5 

23.4 

64.6 

77.0 

13.7 

27.3 

1.9 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80%

子育てに関する悩みを聞いたり、

相談相手になったりしてほしい

緊急時などに子どもを一時的に預かってほしい

危険な遊びやいじめを見つけたら注意してほしい

子どもが犯罪や事故に遭わないよう、見守ってほしい

子どもが参加できる地域行事や催しなどに

積極的に参加してほしい

子どもに遊びやスポーツ、地域の伝統文化などを

教えてほしい

その他

不明・無回答

就学前児童（N=365） 小学生児童（N=531）


